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(ラット前庭系における CGRP 含有神経系と遠心路)







心路iと存在する calcitonin gene-related peptide(CGRP)含有神経線維の詳細な分布， 2) 前
庭系遠心路の起始の特定・分離を明らかにした。
〔方法および成績〕
材料として体重 100g 前後のWistar 系雄性ラットを使用し，抗体は Amersham社製のすtCG
RP 抗体を用いた。





前庭末梢器の CGRP 含有神経終末の電子顕微鏡的観察: 0.059ぢの glu taraldehyde を含む
zamboni液で濯流固定後，試料を取り出し PAP 法で陽性構造を検出し， 0 s 0 4 1(. て後固定して




C GRP 含有神経線維の起始:蛸牛神経核の内側で脳を傍矢状断し， 1 週間後謹流固定して前庭末梢
器を取り出し間接免疫蛍光組織法を行い，切断側と非切断側で比較した。切断側では前庭末梢器の C
GRP 含有神経線維は消失しており， CGRP 含有神経線維は遠心性線維の構成要素であると判断さ
れた。そこで，逆行性トレーサである fast blue(FB) を前庭槽に注入した後，第 4 脳室および
脳内に colchicine 処理後謹流固定を行い脳幹レベノレで組織切片を作成した。組織標本に間接免
疫蛍光組織を行い，同一切片においてCGRP 陽性細胞と FB 標識細胞の分布を比較検討したo FB 
標識細胞は顔面神経膝の背外側および内側の小細胞集団・網様体核の 3 箇所に両側性に分布したが，




1)前庭系遠心路の構成要素の 1 っとしてCGRP 含有神経が存在するo
2) CGRP 含有神経は顔面神経膝の背外側にある小細胞集団に起始し両側性に線維を伸ばして前庭
神経節を経て前庭末梢器に至り I 型前庭感覚細胞領域で神経終末を形成する。










における CGRP 含有神経系に加えて前庭遠心路の起始を明らかにした。 即ち，前庭系においては
CGRP 含有神経系は顔面神経膝の背外側の小細胞集団より起乙り，前庭神経節を通過して前庭末梢
に至り I 型感覚細胞領域で、求心性神経終末との間でシナプス結合する事が明らかとなり， CGRP は
前庭系において I 型感覚細胞領域で求心性神経終末を介して遠心性に情報伝達に関与していると考え
られた。
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以上より，本研究は，今後の前庭系遠心路の形態学的研究の発展および生理的機能の解明の一助と
なり，学位に値するものと評価する。
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